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商の原理と市場メカニズム
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第1節はじめに
一需給調節機能と経済の循環一
商業の本質ないしは原理を考察するに際して，需給調節機能と経済の循環の
関連性について明らかにすることが必要なことである。市場空間の下における
商業活動はとりもなおさず需給調節機能の一環を担うものであり，さらには経
済の循環の具体的・実践的活動であるともいえるのである。かかる意味におい
て需給調節機能と経済の循環の関連性を明らかにすることは商業の本質ないし
は原理を明らかにすることと相互依存の関係にあり，ひいては市場メカニズム
を具体的・実践的側面より分析することとなる。自由主義・資本主義体制の重
要な機能としての市場メカニズムについて抽象的考察に一般的に比重があり商
業との関連において具体的考察を通してその本質を明らかにしようとする研究
は数少ないようである。商業経済学・マーケティング・流通論を専攻とする筆
者にとって市場における具体的・実践活動の検討を通して市場メカニズムの本
質を明らかにすることは研究課程上必要なことであるものと考えられるのであ
る。自由主義・資本主義体制にとって市場メカニズムの存在はその体制の最も
メリットとする証しでもあり，社会主義・共産主義体制の下における計画経済
の欠点を補うべく重要な位置にあることは繰り返すまでもないD。
ペラィ＝クラークの法則からも明らかなように，経済が発展するにつれて，
産業構造のウエイトは第一次産業から第二次産業へ第二次産業から第三次産業
へと移行することが明らかにされている。いうまでもなく商業は第三次産業に
1)荒川祐吉「商学原理」中央経済社， 1983年， 63頁参照。
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位置するところのものであって，経済の発展と共にその重要性が深まってくる
性向を備えている。かかる経済発展における傾向とは褒腹に商業は実業界にお
いても学界においても正当な評価を与えられることなく現代社会を迎えたとい
っても過言ではない。自給自足社会に別れを告げた以降の社会において商業の
存在は必要不可欠なものとなり，分業社会を前提とする社会において商業はそ
れと密接不可分な関係にある。いわば商業は市場空間を有機的な連関をもって
生産者・消費者間の活動を結びつけるものであって，市場を網の目の如く商業
システムを張りめぐらし生産者・消費者の日常的な経済活動を可能なものとし
ている。いうまでもなく経済学は社会の経済現象を研究対象とするところのも
のであり，商業活動をも内包するものではあるが，日々変動する下にある経済
社会にあって不確実性をより確実性なものへと調節を図るところの商業活動の
備えている機能は経済学において明らかにされてくるものではないのである。
如何なる経済活動といえども商業活動によってもたらされるところの具体的・
実践的活動の存在なくしては経済の円滑なる循環が可能になるものではない。
かかる点よりして商業の備えている需給調節機能と経済の循環の関連性につい
て考察することが必要となってくるのである2)。
経済活動はミクロ的にもマクロ的にも需要・供給の一致を求めるところのも
のであり，とりわけ商業活動は，それへ向けての具体的・実践的活動であると
いえる。需要・供給の一致ないしは消費•生産の一致とはとりもなおさず経済
活動の円滑なる循環を指向するところのものであり，かかる経済活動を招来せ
しめる背景には経済の生命系が存在することを認めなければならないことであ
る。さらに簡略して述べるとするならば人間の一生を通じての生活活動へ向け
られたエネルギーが経済活動の根源といいうるのである。ここに経済の生産・
流通・消費の三位一体的認識の必要が生じてくることとなり，かかる経済の事
象を招来せしめるところの生命エネルギーの存在を想定しなければならないの
である。かかる問題についての認識を深めていくに際しては人間の生存• 生命
2)市川浩平「商業経済学一その論理と体系ー」晃洋書房， 1985年， 54-57頁参照。
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そのものへの哲学的考察が必要なことであろう。人間はこの世に生を受け一体
如何なる目的の為に生きるのであろうか。生が存在するから生きる。何んとな
く生きている。自己の存在を知らしめる為に生きる。社会的コンセンサンスか
ら招来されてくる価値観ないしは役割分担によって己れのエネルギーを注ぐ。
かような種々様々な生命観・人生観が存在することであろう。かかる問題につ
いての考察は哲学者・思想家・文学者の手にゆだねるとしても経済学者も無関
心ではおられないことと思う。経済学はいうまでもなく社会の経済現象をその
研究対象とするところのものであり，かかる経済的現象は貨幣表示で数量的に
把握出来るものと見なされている。このように経済現象を把握するとするなら
ばマルクス経済学的唯物史観に依らずとも，たとえそのアプローチが近代経済
学であるとしても唯物観的思想の枠内からはみ出るものではないと考えられる
ことであろう。唯物論とは異なる観念論・実存論・パラダイム論が優れている
ということを指摘するものではなくて，経済現象を数量的に把握するというこ
とは事象の結果の後付けであるのであって，かかる事象の生起システムにメス
を入れるという認識が欠けることになるのではないかという懸念が生ずるから
である。経済学における数量化さらには数学的分析の必要性を否定するもので
はなくて，むしろかかるアプローチを肯定する立場に立つものではあるが，経
済学分析上，演繹，直観，推理等の精神作業を通じて経済活動に対する深い洞
察と認識が必要なのではないかと思考されてくるからである。経済学における
事象の概念化・数量化は研究上の基本的な前提となってくるものであり，かか
る手法は必要不可欠なものである％
本稿における筆者の目的とするところは，商の原理と市場メカニズムの関連
性について考察するところにある。人類の英知ともいうべき商取引の存在は，
我々人間がこの世に生を受け生活していく上において，手足的存在であり，生
活の知恵の大部分を形成しているといっても過言ではない。かかる商取引の生
3)玉野井芳郎「生命系のエコノミー」新評論， 1982年， 111-119頁参照。
4)同書， 119-122頁参照。
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起は人間の本能に基くものなのか理性的行為に基くものなのか定かではないが
我々人類にとって習慣的な生活上の英知となってきており，商取引の存在を否
定しては一日の生活といえども成り立たなくなってきている。商業学説として
は取引企業説，需給調節説，売買取引説等が代表的なものではあるが，社会科
学における如何なる分野における学説においても，それらは，その時代の歴史
的制約から離れてあり得るものではなくて商業学説もその例外ではないのであ
る。商業学説の考察においては脅迫システムや贈与システムもその対象にしな
ければならないことは当然なことではあるが，本来あるべき商取引の原則は需
給一致であり，精神的・物質的に調和のとれたバランスカによってなされるも
のであって，バランスを欠く力関係より生ずる商取引は一時的なものであって
永続性を持ちえないことはいうまでもない。いうまでもなく如何なる商取引に
おいても売り手・買い手両者共完全に満足するという状態を期待することは無
理なことであるかも知れないが，双方が満足し得る状態を求めて商取引は改善
•発展していくものであることを信ずる立場に筆者は立っていることは繰り返
すまでもない。商取引の根底にあるものは，売り手・買い手間の相互の共存共
栄への願望があるのであって，勝者も敗者も存在しないのであり，あえて解釈
するならば互いの取引によって夫々の生存がさらによりよき状態へと進むもの
であるという願望が潜んでいるといえよう。経済界における諸活動は全て不確
実性の下に営まれているものであって，経済社会における基本的課題たる需給
一致へ目指してその具体的・実践としての商業活動が存在しているのである。
かような商の原理に対する理解は，とりもなおさず経済学における主要な研究
対象としての市場メカニズムに対する現実的理解への一助となるものであり，
両者の関連性を分析することの有意味性がある5)。
第2節 生産・流通・ 消費の三位一体
経済活動における主要領域としては生産・流通・消費の三機能が存在する。
5)福田敬太郎「商学総論」干倉書房， 1955年， 118-121頁参照。
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経済活動の循環はこれら三機能の有機的連関によって生じてくるものであり，
経済学の研究においてはこれらの三位一体的認識が必要なことであると思考さ
れてくる。商業経済学・マーケティング・流通論を専攻とする筆者にとって，
これらの研究を押し進めていく途上において単に流通研究に限定することな
く，生産・流通・消費の三位一体的認識の必要性を痛感したからに他ならな
い。このことは筆者自身の思考上の枠内から生じてくる認識ではなくて経済現
象それ自体に潜むところの経済活動の備えている生来的特質から生じてくるも
のなのである。経済学のみならず社会科学を研究する者にとって夫々の学問の
知的集積をふまえて常に新鮮な眼でもってその研究対象を忠実に分析しなけれ
ばならないといえる。流通問題の研究を課題とする筆者にとってその研究対象
を忠実に分析していく中において，流通は経済活動の生産・消費という両輪に
対して機軸的ともいうべき存在であって，これら三者の三位一体的把握が大切
なことを認識するに至った。このことは筆者自身の指摘するところであるばか
りではなく，最近の流通問題研究の一般的な流れともなってきている思考であ
るともいえる。経済活動における川上・川下の交差としての位置にある流通
は，これら両者の活動の在り方に最も影響を受ける場でもある。このことは流
通業の自律的な主体的行動の欠如を意味するものではなくて，元来流通業界の
主翼たる商業は生産・消費の両活動の調整を図ることを主な機能としており，
まさに需給一致こそ商業の課せられた課題といえるのである。重商主義を乗り
越えることをその責務としたアダム・スミスの『国富論」をその端緒とする経
済学はもともと商業に対する正当な評価を与えることなく現代社会を迎えたと
いっても過言ではない。我々はここで，経済学の誕生そのものの契機について
とやかく触れようとするものではなくて，当時の経済学誕生の時代的背景を充
分理解して経済学体系そのものが歴史的制約下に存在しておったことに注目す
る必要があるのである凡
ア）レフレッド・マーシャルの指摘からも明らかなように価格は鋏の両刃にた
6)市川浩平，前掲書， 119-122頁参照。
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とえられる供給と需要の関係によって決定される。上の刃によって一枚の紙が
切られるのか，下の刃によって切られるのかは断定出来るものでない如く，価
格は供給・需要の相互依存関係によって決定されるものであることはいうまで
もない。換言するならば，価格は生産・消費の相互依存関係によって決定され
てくるものであり，そのいずれが誘因であるかは断定し得ないものである。い
うまでもなく価格は生産者にとっても消費者にとってもその行動の指針である
という認識の仕方も又一般的なものである。かかる認識をふまえて市場関係を
考察するとするならば，需要・供給の関係が価格の決定より先なのか，それと
も価格が先に決定されており需要・供給関係が後なのかは明らかにはなってこ
ない。経済的宇宙なるものの存在を想定するとするならば，市場空間ともいう
べき経済宇宙において，生産・流通・消費という星座は価格という核の存在を
目印として動きまわっており，これらの諸関係は同時存在的であって因果関係
の分析手法を用いてはその存在および諸関係が明らかにはなってこないのであ
る。一般的に価格は需要と供給によって決まるという命題が存在していること
はいうまでもない。かかる命題は市場メカニズムを貫徹するところのものとし
て概ね妥当なものと思考されてくることはいうまでもない。抽象的な理解とし
てはかかる命題の存在を否定するものではないが，現実の市場においてはそう
ではなくて，一般的に小売店においては定価売りが常識とされており，我々消
費者が小売店へ足を運べば，そこには既に決定された値札がついていることは
衆知の事実なのである。かかる事実と価格は需要と供給によって決まるという
命題との関連性をどのように理解すればよいのであろうか。理論と現実とは別
問題であるということによって片付けてしまってよいものであろうか。かかる
逃げの途は学者の良心として耐えられることではない7)。
生産・流通・消費の三位一体的認識を進めていくに際して，流通を司る商業
を生産者の販売代理行為を，消費者の購買代理行為を営むものとして理解して
いる。形式的には価格は生産者サイドにおいて決定されているとはいえ，その
7)市川浩平「マーケティングの構造と展開」新評論， 1985年， 209-211頁参照。
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実態は生産者と流通業者の取引行為により決定されてくるものであり，流通業
者は消費者の購買代理行為として消費者のニーズ・購買能力を加味して生産者
との取引行為に臨むのである。それ故，かかるプロセスにおいて市場関係は予
測的にせよ反映されているものと解釈し得る。しかしながら現実の経済社会は
不確実性の下で展開されており，且つ又，常に変動しつつある状態の下で，ょ
り確実• 安定な方向を求めて動いているのである。このことは価格問題を通し
てもいいうることであって一般的に定価売りとはいえ，さらには事前に価格が
決定されているとはいえ，市場での日々の商業活動を通じて試行錯誤を重ねる
ことによって次の段階における意志決定に反映させていくのである。かかるプ
ロセスを理解していけば，市場における現実的価格決定においても究極的には
需要と供給によって価格は決定するという命題が妥当するといえるのである。
流通を司るところの商業活動は需給調節機能を果たし生産・消費という経済
活動の両輪にとって機軸的役割を果していることは繰り返すまでもない。通常
これら両者は市場メカニズム，具体的には価格調節機能によって結合・作動す
るものと理解されているが，現実的には流通活動を司るところの商業活動によ
って需給調節が図られているのである。かかる過程を考察するに際して生産・
流通・消費の三位一体的把握の必要が生じてくるのである。現実の市場空間に
おいては生産者・消費者間は地理的・時間的・経済的・社会的距離が存在して
おり，消費者ニーズの顕在化の為には流通機能を必要とすることはいうまでも
ないことである。通常，経済学においては生産者と消費者が同一地点に存在し
ており，需要・供給の交差はその場においてなされるものと理解されている。
理論の抽象化の為にはかかる解釈の仕方はそれなりに正当視されるものの，実
際的には，通常，小売店と消費者の取引行為によって需給関係が交差するので
ある。生産者と商業者の取引は商業者の消費者購買代理行為と見なされ，商業
者と消費者の取引は商業者による生産者の販売代理行為と見なされる。このよ
うに現実の市場関係においては直接には生産者と消費者が取引関係を持つわけ
ではなく，商業者による生産者・消費者代理行為によって取引が完成するもの
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と記述出来るのである。筆者が本節において論じているところの生産・流通・
消費の三位一体的把握も以上のようなプロセスを理解すればより説得性をもっ
ものとなってくるのである。経済学においては，通常，生産・流通・消費の三
位一体化は価格メカニズムによってなされるものと解釈されているようであ
る。その意味では，流通は捨象されており，生産者・消費者の直接的な交差に
よって市場関係が成立するものと理解されており，その際価格メカニズムが両
者の作動の主たる誘因となっていることはいうまでもないことである。その場
合両者の交差によって価格が成立するのか，価格が存在するから両者が交差す
るのか定かではないが，これらの諸関係は同時存在的なものと解釈出来るもの
である。しかしながらマーケティング論・流通論で指向されるところの生産・
流通・消費の三位一体的把握は，需給調節機能の具体化・現実化を図ることに
よって川上・川下の交差を可能としている見
第 3節市場空間と商業の役割
これまでの論述から明らかなように経済学における市場に対する認識の仕方
と流通論・マーケティング論におけるそれとは異なるものであることはいうま
でもない。現実の市場空間においては流通業・商業に依拠せずして経済の活動
はあり得ず，経済学における市場を点的存在として認識するのではなくて，平
面的・ 立体的な拡がりのあるものとしてとらえられている。ここに川上・川下
の交差を現実的認識をふまえて市場をとらえていくに際して，生産・流通・消
費の三位一体的把握の必要が生じてくるのである。このことについては前節に
おいて触れておいたので，本節においては，そのことをさらに具体的に認識し
ていく為に商業の役割を検討することを通して市場空間を解剖学的に分析して
いくことにする。
商業の学説をめぐっては再販売購入説や需給調節説等が存在するが，既に触
れておいたように経済学においてはその誕生の際より商業はその働らきについ
8)堤 清二「変革の透視図」株式会社トレヴィル， 1985年， 3-7頁参照。
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て正当な判断を下すことなく現代社会を迎えたといっても過言ではない。商業
学や商学，配給論，マーケティング論，流通論等の流通問題に関する諸学問に
おいては商業に対する技術論的アプローチが展開されており，概ねその時代の
社会・経済の歴史的背景に制約されたとらえ方がされているものと思考されて
くる。それ故，経済学においても流通関係諸学問においても商業に対する本質
論的展開がこれまでなされてこなかったといっても過言ではない。このことは
流通問題に関係する研究者・学者の怠慢によるものではなくて，夫々の時代の
社会・経済の歴史的発展段階上の制約に依るものと考えられるのである。いつ
の時代においても，その時代・時代は歴史上初めての瞬間であって新しい事象
に直面する。社会科学の研究者は常にその時代・時代の社会的事象を研究対象
とすべきであって，何よりの教科書は現実の実態それ自体であることに留意せ
ねばならない。それ故，社会科学の研究業績はその時代の歴史的産物であっ
て，かかる時代的制約の条件下で，普逼的な本質を見い出すよう努力せねばな
らないことはいうまでもない。このことは流通問題の研究においても当てはま
ることなのである。
商業に関する学説が歴史的産物であるとするならば， 21世紀を目前にした現
代に生きる我々流通問題を研究する者にとって，どのように市場を理解し，如
何なる商業学説を創造せねばならないのだろうか。このことが当面の課題とな
ってくるのである。商業そのものはもとより商学そのものがこれまで歴史的
に高い評価を与えられず，むしろ低い位置に置かれておったといっても過言で
はない。その大きな原因は物資の不足している時代には生産にそのウエイトが
置かれ，価値の源泉は生産にあるというとらえ方がされており，表面上何等変
形させず再販売を業務とする商業は何等価値を創造せず単に利ざやをかせぐ仕
事と見なされておったようである。マルクス経済学における商業に対する認識
—商業は生産において創造された剰余価値の分け前を受け取るに過ぎない
一にもかかる考え方が反映しているものといえる。人類が自給自足社会に惜
別してから以降，生産者・消費者間には必然的に地理的・時間的・経済的・社
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会的距離が存在するようになった。ここに商業の発生の原点を見い出すことが
出来る。とりわけ我々が生活している現代社会においては高度に分業が進んで
きており，商業の存在は増々高まってきているといっても言い過ぎではない。
現代の経済社会は買い手市場下にあり，川上・川下の交差的役割を果している
商業はとりわけ川下の動きを無視出来なくなってきている。このことはマーケ
ティングにおける消費者志向の動きからも明らかなところであり，生産・流通
は川下の消費の存在をふまえた活動をおこなってきている。流通は物・金・サ
ービス・情報の四要素のミックスされたものがその実態である。これら四要素
は全て，マーケティングで指向されているところの消費者志向の方向へ向けて
収敏されていくことは明らかである。いうまでもなく，これら四要素は川上・
川下の交差としての商業活動を通じて生産・消費の調節を図るという方向に向
って流通していくこととなる％
筆者は商業の積極的な生産性を評価する立場をとっている。このことは我々
人類が自給自足社会に惜別してから以降自ら規定されてくるところの自明の結
論なのである。買い手市場下の現代社会に生活する我々は，この時期に当って
歴史的な時代の流れを充分認識して，商業の本来在るべき本質を明らかにして
いくことが課せられた責務であるものと考えられる。生産・消費は経済活動の
両輪であり，流通はその機軸であるということは既に指摘したところである。
自給自足社会はもとより高度に進んだ現代社会においても人間の経済活動にお
いて生産は消費の為に存在していることに変わりはない。人間の生存にあっ
て，種々様々なニーズが生じてくる。かかるニーズ充足ー消費ーの為に人間は
英知をふりしぽってその目的に適う生産活動を営む。消費の為に生産があるの
であって，生産の為に消費があるのではないことに留意せねばならない。買い
手市場下にある現代社会におけるマーケティングが消費者志向にあるといわれ
ているが，本来あるべき姿が現出してきているといっても言い過ぎではない。
かかる状況の現出を可能にしたところのものは人類の絶えざる努力の結果であ
9)加藤義忠「現代流通経済の基礎理論」同文館， 1986年， 28-29頁参照。
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り，英知の集積といわねばなるまい。具体的には科学・ 技術の発展であり生産
システムの能率化である。かかる時代的背景のもとに人間が絶えず求め続けて
いた理想郷が現出するところとなったのである。いうまでもなくかかる状況を
現出せしめたのは人間の願望であり，心であり，精神活動そのものであること
は確かなことである。人類は常に不確実性の下で安定を求め， 生活の糧を求
め，不安をとり除き計画的な人生設計を可能にする経済基盤を形成することを
願い続けてきたのである。
商業の主たる機能は需給調節にあり，経済活動の円滑なる循環をもたらす具
体的・実践的活動にある。とりわけ日々の市場動向を知る立場にある商業者は
消費者ニーズを把握し流通システムにおいてそれらの情報を逆流せしめること
によって生産者に伝達することとなる。今日一般化しつつあるところのP・O
・Sシステムはかかる状況を示すその最たる具体例であるともいえよう。コン
ビュータ産業，情報産業の進展と共に情報の伝達システムは高度に発達・充実
し，市場動向もより的確に把握することを可能にしてきている。さらにはクレ
ジット・カードや銀行のオン・ライン化の進展と共にお金の流れも円滑なるも
のとなってきており，商品の流れとは別個の独自な流れを招来せしめてきてお
り，このことが販売促進を高めている。ローン制度の普及は消費者の計画的消
費を可能としてきており，かかる制度が存在しなかった社会には見られなかっ
た消費者行動を現出せしめてきているということが出来る。このことは商業そ
のものの役割をより多面的なものにしてきている。流通の四要素たる物・金・
サービス・情報の夫々の流れを有機的な関係にしてきており，かかる関係が販
売促進を高め，さらに市場動向を的確に把握することを可能としてきている。
企業にとっても商業者にとっても需給の一致を目指すことが利潤追及という課
題と合致するところのものであり，マーケティング論でいうところの消費者志
向のあくなき追及が夫々の組織の繁栄につながる途であることは当然なことで
ある。経済システムにおける川上・川下の交差としての商業は需給調節機能を
果しながら，生活コンサルタントとしてまた社会的便宜性を備えた機関として
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の役割を課せられてきている。究極的には，消費者のあくなき生活創造へ向け
られた無限のエネルギーを吸収する方向で商業の役割が規定されてくるものと
考えられる 10)0 
第 4節商業と産業構造
流通活動を司るところの商業は第三次産業に位する産業の一つであるが，経
済活動における主要な領域にかかわっており，経済システムそのものを形成し
ている。通常産業なる用語は，何等かのものを産み出す業であり生産的色彩を
与えがちであるが，商業は流通ヽンステムそれ自体の形成にかかわっていること
に留意せねばならない。生産・消費は経済活動の両輪であり，流通はその機軸
であり，これら三者の三位一体的把握が経済学における研究上大切なことは繰
り返すまでもない。既に述べておいたように商業は市場空間を網の目の如く流
通システムを張りめぐらし，商品の流通をより日常的・実践的ならしめ，抽象
的市場を具体的市場たらしめている。かような商業の備えている機能上の特質
を充分認識した上で産業構造上占める商業の位置をとらえていかなければなら
ない。ペティ＝クラーク的産業構造論は今日の学界における共有財産としての
位置を占めており， 我々はかかる知識を前提に商業そのものの特質および産
業構造上に占める位置を明らかにしていかなければならない。生産・流通・ 消
費という経済システムの区分は経済活動における機能上の分類であり表現法で
あるといえる。現代社会の下における流通は生産者・商業者・消費者三者の共
通の関心事であり夫々の立場からエネルギーが注がれてきている。それ故，商
業活動イコール流通活動であるが，流通活動イコール商業活動とは逆の事がい
えない状況に流通業界が置かれている。かかる実状は一体如何なることを物語
っているのであろうか。我々はかかる動向を忠実に見定め，そこに流れている
本質を明らかにしていく為に，科学的なメスを入れなければならないと考えて
いる。マルクス経済学的アプローチによって明らかにされているように商業は
10)山崎紀男編「現代商業概説』法律文化社， 1971年， 10-11頁参照。
118 
商の原理と市場メカニズム（市）I) 327 
生産過程において創造された剰余価値の分け前を受け取るに過ぎず，何等生産
的ではなく生産活動の補助活動をしているに過ぎないという立場から見るなら
ば，何故に生産者・商業者・消費者三者の共通の関心事に流通問題がなってい
るのであろうか11)。
既に指摘の通り我々人類が自給自足社会から惜別してから以降，必然的に生
産者・消費者間に地理的・時間的・経済的・社会的距離が生ずることとなっ
た。ここに流通機能の必要が生ずるところとなり，商業の発生の原点を見い出
すことが出来る。己れの持つものと相手の所有しているものとの物々交換は原
始的な商業の始まりと考えられ，売買取引という人類にとっての英知ともいう
べき知恵を身につけることとなった。互いの共存共栄の道を追及するという人
間の活動は本能ともいうべき商取引という行為を習慣化するところとなった。
いうまでもなく，商業活動は分業社会と無関係ではあり得ず，相関関係を有し
ている。高度なる分業社会に進展してきている現代社会においては増々商業活
動の有する存在意義を評価せねばならなくなってきているのである。市場空間
を網の目の如く流通システムを張りめぐらす商業活動は，その行為者が如何な
る機関であろうとも必要不可欠なものであり，生産者・消費者間の距離を埋め
合わすべき機能の必要性が生じてくるのである。生産・流通・消費の有機的関
係性は市場動向によって，さらには商品の種類によって種々様々な形態が見ら
れることとなるが，一般的に売り手市場下にあっては川上の影響力が強く，買
い手市場下にあっては川下の影響力が強いと考えられる。このことは今日，マ
ーケティング論で展開されているところの消費者志向より明らかなところであ
る。かかる傾向は， 人間の生来備えている願望のもたらしめるところであっ
て，消費者を主人公とする方向に経済システムが形成せられつつあるといって
も言い過ぎではない12)。
11)市川浩平『商業経済学ーその諭理と体系ー」 116-119頁参照。
12)北岡俊明「マーケティングの哲学一認識と方法」亜紀習房， 1982年， 131-134頁参
照。
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商業の持つ生産性とは市場におけるニーズに適う商品を流通せしめるところ
にあり，商業活動の不在は生産者にとっても消費者にとってもその活動を制約
するところとなり，マイナス状態を想定するところに商業の備えている特質を
見い出すことが出来るのである。生活圏と商圏は近似の関係にあり，商業主義
が高度に進んできている現代社会においては，これら両圏は重なり合うものと
考えられる。それ故，現代人の日常生活にあっては，商業活動への依存は高ま
ってきており，その存在なくしては一日たりとも円滑なる生活があり得ないと
いっても過言ではないのである。かかる傾向は産業構造の進展と共に増大して
きており全ての産業が商業主義を前提とした形の下で発展してきているのであ
る。流通チャネルは，まさに上水道の水道管の如く消費者の生活拠点へ接近し
て張りめぐらされており，かかる側面において商業の存在が増々高まってきて
いるのである。かような事象を記述化する過程を経て商業に対する在るべき正
当な位置が明らかになってきたといえよう。商業は現代社会の下にあっては社
会生活そのものの手足的存在であり，生活創造そのものであり，商業の生活コ
ンサルタント，社会的便宜性としての特質が増々高まってきているものと考え
られる。かかる実情を反映して，今日においては，川上・川下の交差としての
商業の本来の姿が浮彫りにされてきているといっても過言ではない。このよう
な方向に現代社会が向っているにも抱らず，これまで商業の本質が真に理解さ
れなかった原因は，実業界における在り方，さらには重商主義をのり越えると
ころに経済学の誕生があったものと指摘することが出来るのである。さらには
ペティ＝クラーク的産業分類が商業の本来の役割を正当に評価することを損っ
ておったのではないかとも思考されてくるのである。経済活動における生産・
流通・消費の三位一体的認識を通じて商業の存在を改めて見直す必要があるこ
とは既に述べたところである。このことは商業それ自体が経済活動の場そのも
のの提供にあり市場メカニズムの具体的・実践的活動であることを示すものな
のである 13)。
13)市川浩平『商業経済学一その論理と体系ー」 101-105頁参照。
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今日進んできている経済のソフト化・サービス化も本節での考慮の対象とな
ってくる。従来の経済がハード中心であったとするならば，最近の経済の進展
はソフト化・サービス化にあるということが出来る。かような経済の進展を如
何に解釈するのが良いのだろうか。マーケティング論でいわれるところのシス
テム化ないしはシステム商品もここでいうところのソフト化の一端を示すもの
と考えられる。新しいニーズに対応すべく何等かのノウ・ハウを生かすことに
よってあるハードと他のハードを組み合わせする。そのことによって生産コス
トの増大以上の生産効果を期待し得ることとなる。かような現象は新たなニー
ズの発見，およびそれへの対応としての経済構造の柔化に他ならない。高密度
の分業化が進みハードとしての商品が当該目的以外に流動的に生かすことが不
可能となってくるケースが多々散見されるところである。かかるソフト化・サ
ービス化の進展と共に第 1 次•第 2 次•第 3 次産業という明確な区分もその境
界があいまいになってきていることも指摘されるところである。農業とは土と
結びつくところのものが常識であったが，必ずしも土と結びつかないで生産可
能な農業技術も発展してきている。農業プラス工業といってもいい生産システ
ムが開発されてきている。さらには第3次産業を加味した総合産業も存在して
きている。かかる現象と新たなニーズの発見・商業主義の進展ということは無
関係ではなくて商業の存在が産業コンサルタント的な役割をも加味してきてい
るとも思考されてくるのである。かような経済活動の傾向を見るにつけ産業構
造そのものの従来の認識の在り方が妥当なのかどうかが問われてきているとも
いえる。そのことは同時に商業そのものの役割・機能を検討することを要せら
れてきているわけでもあり今後の課題としたい14)。
第 5節 むすびにかえて
ー商の原理と市場メカニズムー
これまでの論述から明らかなように，筆者は主として商取引の機能として需
14)同書， 54-57頁参照。
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給調節に焦点を当て川上・川下の交差としての商の位置付けを試みてきた。経
済活動の両論としての生産・消費に対する機軸としての流通を司る商業の具体
的・実践的活動こそ抽象的には市場メカニズムに他ならない。これら生産（供
給）・消費（需要）を交差せしめる媒介は経済学では価格である。それ故， 市場
メカニズムと価格メカニズムは同義と理解して差しえつかないことはいうまで
もない。経済学においては価格という変数に対して経済人が反応を示すもの
と理解されており，マーケティング論で認識されているような消費者像は想定
されておらない。かかる側面を考慮して既に第 1節においてより現実的な解
釈に沿って商の原理と市場メカニズムについても触れておいた。そして生産・
流通・消費の三位一体的認識を通して市場メカニズムに現実的に接近したので
ある。生産・流通・消費の三位一体的認識とは換言するならば川上・川下の交
差としての流通を解剖学的に明らかにするところにある。川上は生産の論理な
いしは資本の論理が作用しているところであり，川下は生活の論理ないしは人
間の論理が作用しているところである。小売店の食肉店で牛肉と共に糸コンニ
ャク，焼豆腐が品揃えされている。すきやきという食事において消費者が必要
とするものだからである。かかる品揃えは生産の論理から導かれてくるもので
はない。このようにとりわけ小売市場においては消費者側の生活の論理に基づ
いて品揃えがおこなわれるケースが多い。川上・川下の交差としての流通に対
する理解として以上のような内容のものが記述化されるとしても，生産の論理
と生活の論理が何故に交差してバランスがとれるのであろうかこれら両者を
結合せしめるものは基本的には経済法則であろうが，市場メカニズムにおける
価格という存在がその役割を果しているものであるという断定は下しかねるの
である。経済活動の事後的な記述にはかかる断定も可能であるかも知れない
が，かかる記述が説得性をもつとすれば，価格分析から明らかなように一店一
品販売の小売店が登場してきても不思議ではないのである。我々が日常利用し
ている小売店はそうではなくて，多数の商品が並び品揃えがされているのであ
る。ここに消費者の生活の論理，さらには消費者における買い物時間・買い物
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コストの低減をその論拠として摘要することが可能であるかも知れない15)。
経済における流通は「暗黒大陸」で不透明な部分が多いと指摘され，流通問
題関係研究者もかような論調に組することが当然視されてきたのが一般的な流
れでもあった。流通分野を全て経済法則で分析し，かかる尺度で推し量れない
ケースに多々直面するとき，その逃げ口上として「流通は複雑である」という
途を選んでいたのかも知れない。流通問題の研究も進み且つ又流通業界におけ
る努力の結果，「明白大陸」と化しつつあるといっても過言ではない。「大きい
ものはいいものなり」「近代化は経済的である」という認識が，昭和30年代に
おける流通革命論義の背景に存在しておらなかったか，かかるパラダイムに基
づいて流通問題の研究を進めておらなかったか。流通は元来暗黒大陸であった
のではなくて，経済学的アプローチでもって全て分析し得るという確信が流通
を暗黒大陸へと導いたのではなかったろうか。確かに昭和30年代における流通
革命論議は，我が国の高度経済成長下における変動しつつある実態を反映した
ものであったことは否定しようとするものではない。むしろ，それを積極的に
評価しながらも大きな落し穴があったように思えてならない。商業はいうまで
もなく人口分布と相関関係にあり，高度経済成長を契機とする太平洋ベルト地
域への人口集中化現象はいわゆるスーパー・マーケットをはじめとする量販店
等の近代化路線を歩ませる背景となった。しかしかかる方向が流通分野を全て
網羅するものでなかったことに留意せねばならない。商業は生活する人間が存
在する限り如何なる地域においても存立基盤があり消費者ニーズに応えなけれ
ばならない。それ故，商業システムの形態には種々様々なものが見られ人口分
布に応じて形成せられてくることとなる。さらには今日流通業界が前向きに取
組んできているところの業態開発は，その販売方法によって区分されるところ
のものであるが，消費者のライフ・スタイルに対応したものとして注目されて
いる。さらには零細小売店も地域社会に密着して社会的になくてはならぬ存在
15)宇野政雄編著「マーケティング・ルネッサンス」誠文堂新光社， 1986年， 32-37頁参
照。
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を示している。生活協同組合の動向も流通業界に与えている影響が大きく今後
の行方を注目していく必要があることはいうまでもない。流通業界は以上見て
きた如く，現象的には複雑なものではあるが，かかる姿こそ流通業界の自然な
ものであり，非近代性，時代遅れという表現で片付けてしまうことは早計なこ
とであるといわねばなるまい。生産の論理と生活の論理の交差の場としての流
通は，元来経済の原則が終始して貫流するところではない。それ故，流通業界
の経済学的アプローチのみによって分析される結果はまさに「暗黒大陸」的様
相を呈し，その複雑性を物語る傾向にあることはいうまでもない。しかしこれ
まで述べてきたところより明らかなように，川下における生活の論理・人間の
論理を考慮に入れることによって流通の世界も「明白大陸」化しつつあるので
ある16)0 
本稿を閉じるにあたって，再度商の原理と市場メカニズムの関連性について
触れておきたい。商取引は需給調節を主要な機能としており，川上・川下の交
差としての商業には生産の論理と生活の論理・人間の論理が交わり流通の場を
提供している。商取引も基本的には経済活動である以上そこには市場メカニズ
ムが作用していることはいうまでもないことである。かかるプロセスを理解す
るに際しては生産・流通・消費の三位一体的把握が有益であることは繰り返す
までもない。経済活動における両輪としての生産ー消費に対し流通は機軸的位
置にある。消費が右輪であり生産が左輪であるという比喩も言い過ぎではなく
て，経済の循環は消費という標的をめぐってなされているともいえる。このよ
うな循環を可能にしているものは人間の生活創造へ向けられた生命エネルギー
なのである。かような事実はマーケティング論で展開されているところの消費
者志向という流れからも推し量ることが出来る。商取引も基本的には経済的な
ものである以上，市場メカニズムが作用していることは明らかなところである。
市場メカニズムにおける供給・需要・価格というファクターは相互依存関係に
あり同時存在的である。経済現象は事後的には価格分析が説得性を持つもので
16)北岡俊明，前掲書， 136-138頁参照。
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あるが，商の原理と市場メカニズムの関連性を考察していくに際しては具体的
市場と抽象的市場という対比において両者の関係を位置付けておくことが必要
である。商の具体的・実践的活動たる具体的市場は経済社会における活動の不
確実性をより確実性あるものへと移行せしめる努力の場である。市場メカニズ
ムたる抽象的市場は経済宇宙そのものであって具体的市場に対してその存在の
場を提供していると思考されてくる。又，商業活動は生産者・消費者に対して
経済活動の場を提供しており経済システムそれ自体を現実的な意味において形
成しているとも考えられる。かかる意味からして商の原理と市場メカニズムは
表裏一体の関係にあり両者も又同時存在的・相互依存の関係にあるともいえる
のである。商の原理と市場メカニズムには以上述べてきたような関係が有する
にも拘らず，商業は経済学の中で正当な評価を与えられることなくして現代社
会を迎えたようである。かかる事情及び歴史的経緯を明らかにする為に商業に
関する思想・学説を検討していくことを今後の課題としたい17)。
17)松原藤由「増補経済政策の展開と産業構造」法律文化社， 1960年， 3-9頁参照。
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